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　この話の内容については保型形式のシンポジウムや日本数学会の企
画特別講演でも解説文［1］，［2］を書いているので詳しいことはそちらを

見ていただくことにしてここでは結果だけ書くことにする．

　代数体たに対して△んをその判別式とする．異なる素数41，q2を固

定しておく．このときQg、，q，をQの4次拡大F／QでF⑧Qq1が体で
F⑧Qq、がQσ、とQq、の3次拡大の直和であるものの集合とする．もし

F∈Qq、，q，ならFのガロワ閉包のQ上のガロワ群は64または．んであ

る．またQの4次拡大F／QでFのガロワ閉包のQ上のガロワ群が64
または．んであるものの集合をQとする．

　さて

　　　　　場一ぽ蔦露）≡i：勉

とおく．次の定理が結果である．

定理1．

　　　　　　　　跳r・Σ1一墓H場’
　　　　　　　　　　　　　F∈（291，q2　　　　　　　　ρ

　　　　　　　　　　　　　1△Fl≦x

また上の極限でF∈Qq、，q、であってFのガロワ閉包のQ上のガロワ群
がノ14であるものは無視できる．

　またQの元については次の予想が考えられる．

予想2．

　　　　既r1Σ1一纂n（1＋ρ一2一ρ一3－P－4）・

　　　　　　　　　　F∈Q　　　　　　p
　　　　　　　　　1△F1≦x

この予想でもF∈QであってFのガロワ閉包のQ上のガロワ群が．44
であるものは無視できると予想される．

Dα‘e二January　17，2001．
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